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平成28年度予算見積調書

B51

課室名:課室名:水辺再生課

内線:内線:5116

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成28年度～
平成31年度

会計 款 項 目

一般会
計

河川費土木費 河川改良費

説明事業

川の国埼玉はつらつプロジェクト推進費

戦略項目

担当名:担当名:水辺再生事業担当

河川法第9条第2項 10　　　みどりと川の再生

040103　川の再生

予算額

決定額 45,00045,000

前年額

24,00024,000 21,00021,000 45,00045,000

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

県債
一般財源

番号

川の国埼玉はつらつプロジェクト推進費

１　事業の概要

　平成20年度から進めてきた「川の再生」の取組により

県内各地で川を守り育てる活動が広がり、県民ムーブメ

ントにすることができた。

　この川の再生の展開により川を地域の資産と位置付け

まちづくりや観光地づくりに独自に取組む市町村が芽生

え始めた。

　そこで意欲のある市町村と連携して、水辺の魅力を向

上させるための取組により、川の利活用を推進し、名実

　（１）調査・設計費　25,000千円

　（２）施設整備費　　20,000千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

県単独河川改修事業債

充当率　90％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

（１）事業に係る人件費

　　　9,500千円×4人＝38,000千円

（２）組織の新設、改廃及び増員　なし

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　調査・設計費　　　　　　　　　　　　　　　　　25,000千円
　　　　施設整備内容の検討に必要な調査、測量及び設計
　　イ　施設整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,000千円
　　　　河川敷地の整地、親水護岸、スロープなど

（２）事業計画
　　ア　箇所選定、調査・設計、一部工事着手

（３）事業効果
　　ア　河川をまちづくりや観光地づくりに利活用することにより地域の活性化を図る。
　　イ　地域と連携してゆとりとにぎわいのある河川空間の創出を行い、水辺を地域の資産に昇華させることにより
　　　　「川の国埼玉」を実現する。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況

　　・地元自治会や団体等、地元市町村とともに協議会を設置し、利活用、整備計画、維持管理について検討する。
　　・川の国応援団美化活動団体による清掃活動

(単位：千円)

ともに「川の国埼玉」の実現を図る。

分野施策


